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展
覧
会
・
展
示
会

《
倉
吉
博
物
館
》
■
第
54
回
鳥
取
県
勤
労
者
美
術
展
９
日
〜
16
日　

■
第

29
回
蘭
芝
会
展
20
日
〜
23
日

《
百
花
堂
》
■
小
原
雅
也
個
展
１
日
〜
７
日　

■
あ
り
の
み
工
房
・
古
澤

順
子
染
織
展
８
日
〜
14
日　

■
第
20
回
絵
画
ふ
た
り
展
16
日
〜
21
日

■
三
島
右う
こ
う畊

新
春
向
色
紙
展
23
日
〜
29
日

《
ギ
ャ
ラ
リ
ー
藍（
ベ
タ
ー
ラ
イ
フ　

イ
ド
ガ
キ
内
）》
■
劇
団
み
く
の

「
秘
密
の
影
絵
展
」２
日
〜
23
日

　
　

ス
ポ
ー
ツ

《
市
営
陸
上
競
技
場
》
■
第
７
回
長
距
離
記
録
会
２
日　

■
全
国
小
学
生

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
リ
レ
ー
県
選
考
記
録
会
２
日

《
市
営
武
道
館
》
■
中
部
地
区
柔
道
秋
季
段
級
審
査
会
２
日　

■
倉
吉

市
剣
道
連
盟
剣
道
講
習
会
９
日　

■
鳥
取
県
柔
道
指
導
者
講
習
会
15
・

16
日

《
市
営
体
育
セ
ン
タ
ー
》
■

第
12
回
打
吹
杯
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
交
流
大
会（
小
学
生

の
部
）９
日

《
市
営
ラ
グ
ビ
ー
場
》
■
鳥

取
県
高
体
連
サ
ッ
カ
ー
部

ト
ッ
プ
リ
ー
グ
８
日　

■

鳥
取
県
ラ
グ
ビ
ー
リ
ー
グ

４
・
11
・
18
日

こ
れ
ら
は
11
月
16
日
現
在
の
も
の
で
、

一
部
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

KURAYOSHI CITY LIBRARY

市立図書館
KURAYOSHI MUSEUM
倉吉博物館

●１２月の展示コーナー
〇障がい者週間（倉吉市立図書館）
と　き：１１月３０日（金）～１２月９日（日）

１２月３日（月）から１２月９日（日）

の障がい者週間にあたって障がいを

知る本や図書館の障がい者サービス

について紹介します。

〇クリスマス特集（せきがね図書館）
と　き：１２月 4日（火）～２４日（月）

クリスマスを盛り上げる料理、ケー

キ作りの本などを紹介します。

■文字の呪
じゅりょく

力
　文字や記号には、意思を伝える役割ばかりでな

く、刻み記すことで呪
じゅじゅつ

術的な力を持つ場合もあり

ます。写真は、市内大谷の向野遺跡で発見された

土器に記された文字です。９世紀後半の土器の底

に書かれていました。手慣れた人の筆使いらしく、

字には勢いがあり伸び伸びとしています。

　この文字は、中国における唯一の女性皇帝であ

る則
そくてんぶこう

天武后が制定した「則天文字」と呼ばれるもの

の一字で、「天」を表しています。則天武后は、国

の威信を示すために「君」や「国」といった特定の文

字だけを新たに考案しました。日本にも伝わりま

したが、土器などに一文字だけを書いたものが多

く、文字の使い方としては特異で

す。おそらく何らかの呪
じゅじゅつ

術的な意

味を込めて記されたものだろうと

思われます。

　約１１００年前に書かれた伸びやか

な字を博物館で間近にご覧ください。

第５４回鳥取県勤労者美術展
９日（日）～１６日（日）

第２９回蘭芝会展（書道展）
２０日（木）～２３日（日）
※問合せ先：倉吉博物館（あ 22－4409 ／ い 22－4415）

倉吉市立図書館
　あ 47―1183
　い 47―1180
せきがね図書館
　あ /い 45―2523
http://www.lib.city.

kurayoshi.tottori.jp/

年末年始の営業について
１２月３１日τは午前中まで、１月１日υは午後からの営
業となります。１月２日φからは通常営業します。

※問合せ先：㈱赤瓦（あ23-6666/い23-6667）

赤瓦からのお知らせ

□
○ ◇ △
□
○ ◇

１２月の休館日
カレンダー

日 月 火 水 木 金 土

1
3・10・17・25日は休館日
27日は資料整理休館日
□むかし話をきく会（14：00～）倉
○おはなしかい（14：00～）倉
◇あかちゃんのおはなしかい（11：00～）倉
△おはなしかい（10：30～）  関

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31
年末年始休館：平成１９年１２月２９日（土）～平成２０年１月３日（木） 展覧 会の12 月

土器に書かれた
則天文字「天」

広
告
募
集
中
!!　

倉
吉
市
企
画
課

（
あ
２
２
ー

８
１
６
０　

い
２
２
ー

８
１
４
４
）

有
料
広
告

（9）平成 19.12.1

新
米

　　
オ
ー
ル

  秋 本 農 園
ぇ0120-366220

倉吉市大塚  あ/い26-4128

■奥出雲コシヒカリ ３，６００円／10ｋｇ

■三朝コシヒカリ　  ３，４００円／10ｋｇ

■おがもコシヒカリ　３，３００円／10ｋｇ

■コシヒカリ          ３，０００円／10ｋｇ

■ブレンド米         ２，８００円／10ｋｇ

■モチ米     ３００円／ｋｇ

■小豆あります

（１升は1.5kgです）
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保
育
園
で
保
育
料
の
支
払

い
が
で
き
ま
す

　

保
育
料
の
納
付
方
法
が
、
こ
れ

ま
で
の
納
付
書
・
口
座
振
替
に
加

え
10
月
か
ら
、
直
接
保
育
園
で
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

お
子
さ
ん
の
送
迎
時
・
土
曜
日

な
ど
の
納
付
が
可
能
と
な
り
ま
す

の
で
、
保
育
所
で
の
保
育
料
納
付

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
金
融
機
関
で
手
続
き
を

す
る
こ
と
で
、
口
座
振
替
も
で
き

ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

※

問

合

せ

先

：
子

ど

も

家

庭

課

（
あ

２
２―

８
１
０
０
／
い

２
２―

７
０
２
０
）

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

　

平
成
19
年
工
業
統
計
調
査
を
12

月
31
日
現
在
で
行
い
ま
す
。

　

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を

営
む
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
そ

の
活
動
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
調
査
し
ま
す
。

　

調
査
を
お
願
い
す
る
事
業
所
に

は
、
12
月
か
ら
来
年
１
月
に
か
け

て
統
計
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
さ
れ
た

内
容
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基

づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
問
合
せ
先

：

企
画
課（
あ
２
２―

８
１
６
１
／
い
２
２―

８
１
４
４
）

除
雪
作
業
に
ご
協
力
を

　

今
年
も
降
雪
期
を
迎
え
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
除
雪
作
業
に
つ
い
て
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

１ 

主
要
幹
線
や
バ
ス
路
線
は
市
が
除

雪
を
行
い
ま
す
が
、
生
活
道
路
の

除
雪
は
住
民
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

２ 

路
上
駐
車
や
路
上
放
置
車
両
は
除

雪
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
の
で
絶
対

に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

３ 「
家
の
前
を
苦
労
し
て
雪
か
き
し
た

の
に
、
除
雪
車
が
来
て
雪
を
積
み

上
げ
て
い
く
」「
田
畑
に
除
雪
後
の

雪
が
入
っ
て
い
る
」な
ど
の
苦
情
が

寄
せ
ら
れ
ま
す
。
家
屋
が
密
集
し

て
い
る
道
路
で
は
除
雪
作
業
上
や

む
を
得
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

４ 

市
道
・
農
道
・
県
道
な
ど
の
道
路

上
に
お
お
い
か
ぶ
さ
っ
て
い
る
樹

木（
特
に
竹
）・
有
線
放
送
の
線
な

ど
は
除
雪
機
械
の
作
業
に
支
障
と

な
り
作
業
が
で
き
な
く
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
降
雪
期
ま
で
に
点

検
を
行
い
、
所
有
者
や
各
自
治
公

民
館
で
撤
去
な
ど
の
処
置
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
問
合
せ
先

：

建
設
課（
あ
２
２

－
８
１
６
９
／
い
２
２

－

８
１
７
９
）

労
働
者
の
募
集
・
採
用
時
の

年
齢
制
限
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
年
齢
制
限
が
あ
る
求

人
が
多
数
あ
り
、
高
年
齢
者
や
長

年
フ
リ
ー
タ
ー
を
し
て
い
た
人
は

応
募
の
機
会
が
少
な
い
状
況
に
あ

り
ま
し
た
。

　

10
月
１
日
か
ら
事
業
主
が
労
働

者
の
募
集
お
よ
び
採
用
を
す
る
場

合
は
、
原
則
と
し
て
年
齢
制
限
を

す
る
こ
と
が
禁
止
に
な
り
ま
し
た
。

　

職
務
に
適
合
す
る
労
働
者
で
あ

る
か
ど
う
か
は
、
個
人
の
適
性
や

能
力
に
よ
っ
て
判
断
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
募
集
時
は
、
職

務
の
内
容
・
必
要
と
さ
れ
る
労
働

者
の
適
性
・
能
力
・
経
験
・
技
能

な
ど
を
で
き
る
だ
け
明
示
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
例
外
的
に
年
齢
制
限
が

認
め
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
最
寄
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
求
人
係
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

※
問
合
せ
先

： 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
倉
吉

（
倉
吉
公
共
職
業
安
定
所
）（
あ
２
３―

８
６
０
９
／
い
２
２―

６
４
９
４
）

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？

《
検
察
審
査
会
》

　

「
交
通
事
故
、
詐
欺
な
ど
の
被
害

に
遭あ

っ
た
の
に
、
検
察
官
が
そ
の

事
件
を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
、
ど

う
も
納
得
で
き
な
い
」、
こ
の
よ
う

な
人
の
た
め
に
検
察
官
の
し
た
処

分
が
正
し
い
か
ど
う
か
を
審
査
す

る
機
関
と
し
て「
検
察
審
査
会
」
が

あ
り
ま
す
。

　

「
検
察
審
査
会
」
で
は
、
11
人
の

審
査
員
が
こ
の
審
査
を
し
ま
す
。

　

審
査
員
は
、
選
挙
権
が
あ
る
皆

さ
ん
の
中
か
ら「
く
じ
」
で
選
ば
れ

ま
す
。

　

あ
な
た
も
い
つ
か
審
査
員
に
選

ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
審
査
員
に
選
ば
れ
る
と
、
国

民
の
代
表
と
し
て
こ
の
仕
事
に
従

事
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
の
時
は
、
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
問
合
せ
先

：

倉
吉
検
察
審
査
会
事
務

局（
あ
２
２―
２
９
１
１
）

広
告
募
集
中
!!　

倉
吉
市
企
画
課

（
あ
２
２
ー

８
１
６
１　

い
２
２
ー

８
１
４
４
）

有
料
広
告

道
路
事
業
費
と
し
て

１
０
０
万
円
＝
倉
吉
信
用
金

庫

：

理
事
長 

大
畑 

勇
さ
ん

倉吉市下田中町1026（いない倉吉中央店100m東側）

入院時の一人あたりの自己負担額の平均は
「備え」の目安としたい金額です 14,700円

生命保険文化センター「生活保障に関する調査」／平成 16 年度

保険無料相談
実施中 !!

ファイナンシャルプランナーが万が一の
保障についてアドバイス致します。

取扱保険会社

22－3976

1 日
あたり
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「
明
る
い
生
活
の
家
計
簿
」

を
あ
っ
せ
ん

　
　

あ
な
た
も
家
計
簿
を
つ
け
て

み
ま
せ
ん
か
。
初
め
て
の
人
で
も

大
変
使
い
や
す
い
家
計
簿
で
す
。

価
格

：

３
８
０
円

※

申

込
・

問

合

せ

先

：

総

務

課

（
あ

２
２

－

８
１
６
２
／
い

２
２

－

１
０
８
７
）

■
行
政
相
談
所

①
12
月
18
日（
火
）
午
後
１
時
〜

３
時　

市
役
所
第
３
会
議
室（
東

庁
舎
３
階
）　

②
12
月
21
日（
金
）
午
後
１
時
〜

４
時　

高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
あ
４
５―

３
８
０
０
）

相
談
員

：

行
政
相
談
委
員
、
人

権
擁
護
委
員

※
問
合
せ
先

：

総
務
課
（
あ
２
２―

８
１
６
２
／
い
２
２―

１
０
８
７
）

■
農
家
相
談
会

と　

き

：

12
月
18
日（
火
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

：

農
業
委
員
会
事
務
局

（
市
役
所
北
庁
舎
）

相
談
内
容

：

農
業
の
受
委
託
、

農
地
の
賃
借
・
委
譲
、
転
用
、

農
業
者
年
金
な
ど

※
問
合
せ
先

：

農
業
委
員
会
事
務
局

（
あ
２
２―

８
１
７
１
）

【
実
施
期
間
】

12
月
12
日（
水
）
〜
21
日（
金
）

の
10
日
間

【
運
動
の
重
点
】

重
点
１

重
点
１
飲
酒
運
転
の
根
絶

重
点
２

重
点
２

夕
暮
れ
時
と
夜
間

の
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用

中
の
交
通
事
故
防
止

重
点
３

重
点
３

後
部
座
席
を
含
む

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の

徹
底

　

年
末
・
年
始
は
飲
酒
の
機
会
が

増
え
る
こ
と
で
、
交
通
事
故
の
多

発
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
飲
酒
運

転
の
根
絶
な
ど
を
重
点
と
し
て
、

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
県

下
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

倉
吉
市
で
は
、
右
の
３
つ
の
重

点
推
進
事
項
に
、

重
点
４

重
点
４

高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止

を
加
え
た
運
動
を
展
開
し
て
い
き

ま
す
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー

ル
・
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◎
運
転
者
の
皆
さ
ん
、

　
　
　
　

「
こ
れ
く
ら
い
な
ら
大

　
　
　
　

丈
夫
」「
も
う
醒さ

め
た
だ

ろ
う
」
な
ど
の
甘
い
考
え
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

　

お
酒
を
飲
ん
だ
ら
絶
対
に
運
転

し
な
い
、
車
を
運
転
す
る
人
に
は

お
酒
を
勧
め
な
い
な
ど
を
徹
底
し

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
高
齢
運
転
者
標
識（
も

み
じ
マ
ー
ク
）
を
付
け
た
車
両
や

高
齢
者（
歩
行
者
・
電
動
車
イ
ス
、

自
転
車
利
用
者
）
に
配
慮
し
た
安

全
運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◎
高
齢
運
転
者
の
皆

　
　
　
　

さ
ん
、
運
転
適
性
診
断

　
　
　
　

な
ど
を
積
極
的
に
受

け
、
自
分
の
運
転
能
力
に
応
じ
た

ゆ
と
り
あ
る
運
転
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

　

薄
暮
の
時
間
帯（
今
の
時
期
は

17
時
ご
ろ
）
に
は
、
歩
行
者
お
よ

び
自
転
車
か
ら
の
発
見
遅
れ
を
防

止
す
る
た
め
、
車
両
の
前
照
灯
を

点
灯
し
ま
し
ょ
う
。

◎
歩
行
者
の
皆
さ
ん
、

　
　
　
　

 
夜
間
外
出
す
る
と
き
は
、   

　
　
　
　

    
明
る
い
服
装
で
靴
や
持

ち
物
に
反
射
材
を
付
け
て
、
運
転

者
か
ら
見
え
や
す
い
よ
う
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

◎
自
転
車
利
用
の
皆

　
　
　
　

さ
ん
、
交
差
点
な
ど
で

　
　
　
　

は
一
時
停
止
を
確
実
に

行
い
、安
全
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
、
二
人
乗
り
、
傘
差
し
、

携
帯
電
話
使
用
な
ど
で
の
走
行
は

危
険
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
点
検
と

整
備
を
行
い
、
安
全
に
利
用
で
き

る
よ
う
に
心
が
け
る
と
と
も
に
、

自
転
車
の
側
面
に
も
反
射
材
用
品

を
取
り
付
け
、
夕
暮
れ
時
か
ら
早

め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。

◎
後
部
座
席
を
含
む

　
　
　
　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

　
　
　
　

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
必
要

性
・
着
用
効
果
を
認
識
し
、
正
し

い
着
用
を
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
乳
幼
児
・
児
童
を
同
乗

さ
せ
る
と
き
は
、
子
ど
も
の
発
育

に
応
じ
た
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
・

ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

を
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

※
問
合
せ
先

：

総
務
課（
あ
２
２―

８
１
６
２
／
い
２
２―

１
０
８
７
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年末の交通安全県民運動

乗
る
人
に 

飲
ま
せ
る
あ
な
た
も 

犯
罪
者

STOP！
飲
酒
運
転
！

広
告
募
集
中
!!　

倉
吉
市
企
画
課

（
あ
２
２
ー

８
１
６
１　

い
２
２
ー

８
１
４
４
）

有
料
広
告（入社２ｹ月間は800円）

希望時間を相談
させて頂きます

アポイントスタッフ
ＴＶＣＭでおなじみのＮＴＴ、Ｂフレ

ッツなどのインターネットサービスを

お客様のニーズに合わせてお電話にて

ご案内して頂きます

飛び込み営業などは一切ありません。

弊社に蓄積する膨大なデータベースを

駆使し､効率よくお仕事をしていけます
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ｅ―

Ｔ
ａ
ｘ（
国
税
電
子
申
告
）

利
用
時
の
電
子
証
明
書
発
行

　

平
成
19
年
度
の
税
制
改
正
に
よ

り
、「
ｅ―

Ｔ
ａ
ｘ（
イ
ー
・
タ
ッ
ク

ス
＝
国
税
電
子
申
告
）」
を
利
用
し
て

所
得
税
の
電
子
申
告
を
す
る
と
、

所
得
税
の
控
除
や
、
特
定
の
添
付

書
類
の
提
出
ま
た
は
提
示
を
省
略

で
き
る
な
ど
手
続
き
の
簡
素
化
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

「
ｅ―

Ｔ
ａ
ｘ
」
の
ご
利
用
に
あ

た
っ
て
は
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
お
よ
び
電
子
証
明
書
の
取
得
な

ど
事
前
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

１
人
分
の
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
お
よ
び
電
子
証
明
書
の
発
行
に

は
約
30
分
程
度
か
か
り
、
１
日
に

発
行
で
き
る
枚
数
は
シ
ス
テ
ム
の

都
合
上
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
お
よ
び

電
子
証
明
書
の
申
請
は
、
窓
口
の

混
雑
が
予
想
さ
れ
る
申
告
時
期
を

避
け
、
12
月
中
に
来
庁
さ
れ
る
か
、

電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
お
よ
び
電

子
証
明
書
の
申
請
に
は
、
本
人
確
認

の
た
め
に
、
顔
写
真
付
き
の
証
明
書

（
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
・
保

険
証
な
ど
）が
必
要
で
す
。

　

証
明
書
を
お
持
ち
で
な
い
場
合
、

交
付
ま
で
に
数
日
か
か
り
、
再
度
、

来
庁
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
問
合
せ
先

：

市
民
課（
あ
２
２―

８
１
５
５
／
い
２
２―
２
９
５
４
）

「
と
っ
と
り
Ｎ
Ｏ
Ｗ
」（
第
76
号
・

12
月
１
日
発
行
）好
評
発
売
中

【
鳥
取
県
の
話
題
を
満
載
県
総
合

情
報
誌
】

　

巻
頭
特
集
は
木
造
校
舎
。
岩
美

町
の「
い
わ
み
工
芸
村
」（
旧
本
庄

小
学
校
）
や
鳥
取
市
国
府
町
の「
ア

ト
リ
エ
小
学
校
」（
旧
成
器
小
学

校
）な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
木
造
校
舎

に「
流
れ
る
時
間
」
を
追
い
、
紹
介

し
て
い
ま
す
。

▲「とっとりＮＯＷ」
（第76号）表紙

取
扱
場
所

：

主
な
書
店
や
市
博
物

館
・
図
書
館
な
ど

広
告
募
集
中
!!　

倉
吉
市
企
画
課

（
あ
２
２
ー

８
１
６
１　

い
２
２
ー

８
１
４
４
）

有
料
広
告

※問合せ先：景観まちづくり課（あ 22－8175 ／い 22－8140）

「耐震診断とは」住宅やビルが地
震に対し安全かどうか、どの程度

被害を受けにくいか、建物の地震

に対する強さ「耐震性」を調べるも

のです。

１　対象建物　一戸建て住宅
２　補助要件　昭和56年 5月31日以前に建築されたもの
３　補 助 率　 費用の２/３を補助します。
４　補助限度額　耐震診断４万円・改修設計１６万円・

耐震改修１００万円かつ国の定めた限
度額以下です。

「倉吉市震災に強いまちづくり促進事業」概要

１所得税（住宅）地方公共団体の発行する証明書が必要
　個人が、平成１８年４月１日から平成２０年１２月３１日ま
でに、昭和５６年５月３１日以前に建築された住宅の耐震改
修を行った場合、当該耐震改修工事に要した費用の１０％相
当額（２０万円を上限）が所得税から控除されます。

耐震改修に係る税制の優遇措置

「倉吉市震災に強いまちづくり促進事業」

あなたの家を耐震化しませんか

　市では、震災に強いまちづくりを目的に、古い基準で建築
された住宅の「耐震診断・改修設計・耐震改修」にかかる費用
を補助し、耐震化を促進する制度を実施しています。
　建物の耐震性の確保は、そこに居住する人や使用する人の
生命・財産を守るために大切なことであり、地震時の被害の防
止にもつながります。
　対象となる建物の要件、補助率および限度額は次のとおりです。
　災害は忘れたころにやってきます。「わが家」の地震対策は

大丈夫ですか？ この事業を活用し耐
震化に努めましょう。

２固定資産税（住宅）
地方公共団体、建築士などが発行する証明書が必要
　昭和57年 1 月 1 日以前から所在する住宅の耐震改修工事
を行った場合、当該住宅の固定資産税（120㎡相当部分まで）
が以下のとおり減額されます。
　① 平成18～21年に工事を行った場合：3年間 1/2 に減額
　② 平成22～24年に工事を行った場合：2年間 1/2 に減額
　③ 平成25～27年に工事を行った場合：1年間 1/2 に減額
　減額を受けるには、改修後3か月以内に申告をしてください。

詳しくは、税務課（あ 22―8114 ／ い 22―1087）まで。




